
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア

鋭
い
、
そ
の
お
口
で
、
お
チ
ン
チ
ン
を
、
カ
ミ
ヵ
ミ
す
る
、
し

な
い
は
と
も
か
く
、
口
か
ら
先
に
生
れ
た
よ
う
な
、
シ
ャ
ベ
ク
リ

上
手
、
社
交
上
手
の
、
口
の
大
き
い
、
小
粒
女
性
（
せ
い
ぜ
い
一

五
八
糎
ま
で
）
を
、
わ
が
、
エ
ッ
チ
流
「
体
相
学
」
で
は
、
「
カ

ミ
カ
ミ
虫
」
と
、
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
虫
の
特
徴
は
、
割
合
い
に
、
小
粒
の
美
し
い
歯
が
、
う
す

い
唇
の
間
に
並
ん
で
お
り
、
口
先
は
少
し
と
ん
が
り
気
味
だ
が
、

決
し
て
、
出
歯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
た
だ
し
、
前
歯
二
本
が
、

ビ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
、
特
に
発
達
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
）

真
の
カ
ミ
カ
ミ
虫
の
体
相
は
、
カ
リ
カ
リ
に
痩
せ
て
、
特
定
の

食
品
を
食
べ
ら
れ
な
い
か
、
い
く
ら
食
べ
て
も
肥
え
な
い
体
質
が

多
い
。太

っ
た
カ
ミ
カ
ミ
虫
は
い
ま
せ
ん
。

色
は
、
抜
け
る
よ
う
に
白
く
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
口
紅
、
服
の
色

は
朱
が
似
合
い
ま
す
。

歩
き
方
に
特
徴
が
あ
り
、
つ
ま
先
で
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
び

跳
ね
る
よ
う
に
歩
き
ま
す
。

胸
は
扇
平
で
、
体
は
ス
ジ
ス
ジ
の
コ
リ
コ
リ
で
す
か
ら
、
ダ
ン

「
カ
ミ
カ
ミ
虫
」

え
・
浅
野
俊

ス
を
す
る
と
、
彼
女
の
恥
骨
が
、
私
の
恥
骨
に
コ
ッ
ン
コ
ッ
ン
と

音
を
立
て
て
、
あ
た
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
何
か
、
痛
み
さ
え
覚

え
る
感
じ
。

』
そ
れ
ほ
ど
、
こ
の
虫
は
、
自
分
で
は
、
よ
う
す
を
し
て
、
き
ど

っ
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
必
要
以
上
に
、
そ
り
く
り
返
っ

た
り
、
背
伸
び
し
た
り
、
手
に
力
が
は
い
り
過
ぎ
て
、
結
果
は
、

下
腹
部
を
や
た
ら
と
、
男
の
体
に
お
し
つ
け
る
と
い
っ
た
う
れ
し

い
失
礼
と
い
う
か
、
無
礼
と
い
う
か
、
と
に
か
く
エ
ッ
チ
を
不
作

法
を
平
気
で
や
ら
か
す
の
で
す
。

強
い
て
い
え
ば
、
こ
の
辺
が
、
こ
の
虫
の
色
気
と
い
う
も
の
で

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

一
見
、
か
よ
わ
そ
う
な
繊
細
さ
に
魅
力
が
あ
り
、
そ
こ
だ
け
が

体
の
中
で
唯
一
の
肉
の
つ
い
た
場
所
と
い
っ
た
風
情
で
、
チ
ョ
ロ

ッ
と
、
太
も
も
の
あ
た
り
を
ミ
ー
ー
か
ら
の
ぞ
か
せ
る
の
も
、
こ
の

虫
の
男
心
を
そ
そ
る
有
力
な
武
器
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

虫
が
つ
く
、
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
私
も
こ
の
虫
に
つ

か
れ
、
こ
の
虫
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
相
手
は
親
友
の
若
奥
さ
ん
で
し
た
。

や
は
り
、
一
度
噛
ま
れ
て
み
た
い
、
と
い
う
い
や
ら
し
い
、
下

心
が
あ
っ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
。

実
を
申
し
ま
す
と
、
北
海
道
の
温
泉
へ
、
こ
の
親
友
夫
妻
と
、

旅
行
し
た
の
で
す
が
、
私
が
、
空
腹
の
た
め
に
夜
中
に
目
を
さ
ま

し
、
廊
下
へ
出
る
と
、
偶
然
、
申
し
あ
わ
せ
た
よ
う
に
、
隣
室
の

カ
ミ
カ
ミ
虫
の
彼
女
も
出
て
来
た
の
で
す
。

虫
が
知
ら
せ
た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
冗
談
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ほ
ん
と
う
な
の
で
す
。

二
人
は
、
だ
ま
っ
た
ま
ま
、
お
の
ず
と
腕
だ
け
を
か
ら
ま
せ

て
、
湯
舟
の
あ
る
地
下
の
家
族
風
呂
へ
歩
み
始
め
ま
し
た
。

五
分
後
に
は
、
私
達
は
、
も
う
も
う
た
る
湯
気
の
中
で
、
湯
か

ら
首
だ
け
出
し
、
腕
で
は
な
く
今
度
は
下
半
身
を
か
ら
ま
せ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

座
位
と
い
う
の
か
、
彼
女
は
小
柄
で
し
た
の
で
、
私
の
膝
と
、

両
腕
の
中
に
す
っ
ぽ
り
お
さ
ま
り
、
万
事
、
非
常
に
う
ま
く
は
か

ど
り
ま
し
た
。

〈
１
〉
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が
、
セ
ッ
ク
ス
の
ゆ
り
返
し
は
始
め
て
で
す
。

「
好
き
／
、
食
べ
た
い
ノ
」

と
、
彼
女
は
、
私
の
右
肩
に
か
ぶ
り
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
お

恥
か
し
い
こ
と
に
私
の
右
足
は
、
と
う
と
う
湯
疲
れ
で
コ
プ
ラ
ガ

エ
リ
を
お
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

カ
マ
キ
リ
の
メ
ス
は
、
あ
れ
の
後
、
オ
ス
を
食
べ
て
し
ま
う
と

い
い
ま
す
。

私
は
、
オ
ス
の
カ
マ
キ
リ
の
恐
怖
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

あ
あ
、
命
あ
っ
て
の
、
何
と
や
ら
／
、

男
性
諸
君
ノ
カ
ミ
カ
ミ
女
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
御
注
意
を
／
、

負
け
ん
気
、
き
か
ん
気
の
チ
ャ
ン
ピ
ョ
ン
、
カ
ミ
カ
ミ
虫
に
、

栄
あ
れ
／
、

’
2５

さ
す
が
に
彼
女
は
人
間
で
し
た
か
ら
、
紙
切
り
虫
の
よ
う
に

「
キ
ー
キ
ー
」
と
鳴
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
、
体
の
一
部
を

食
い
ち
ぎ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
後
で
、
そ
の
部

分
を
確
認
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

し
か
も
、
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ
書
き
落
せ
な
い

真
実
な
の
で
す
が
、
彼
女
は
、
二
十
一
回
も
エ
ク
ス
タ
シ
ー
に
達

し
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
数
え
る
余
裕
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
し
か
と

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
十
回
以
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
確
か
で

す
。そ

れ
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

彼
女
は
、
事
後
に
も
、
な
お
数
度
の
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
覚
え
た

と
い
う
の
で
す
。
地
震
の
ゆ
り
返
し
と
い
う
の
は
、
聞
き
ま
し
た
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は
気
の
毒
だ
と
い
う
心
づ
か
い
か
ら
「
・
…
・
…
・
」
と

い
う
謎
の
微
笑
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は

彼
女
の
心
の
中
を
分
析
す
る
と
こ
う
な
の
で
す
。

〈
好
き
か
嫌
い
か
な
ん
て
聞
か
れ
て
も
困
る
わ
。

嫌
い
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
と
い
っ
て
恋
人
と
い
う
程

で
も
を
い
し
…
…
。
希
望
っ
て
、
ず
っ
と
交
際
を

続
け
る
と
い
う
意
味
？
そ
れ
と
も
結
婚
？
そ

ん
な
事
、
急
に
答
え
ら
れ
な
い
わ
。
電
話
く
だ
さ
る

の
は
い
い
け
ど
、
マ
マ
な
ん
て
思
う
か
し
ら
．
…
．
．

と
い
っ
て
お
こ
と
わ
り
す
る
の
も
悪
い
し
…
…
〉

と
に
か
く
彼
女
は
、
自
分
に
も
よ
く
理
解
で
き
な
い

山下希実( 竺蒋ﾃ ﾄ ｺ ﾐ風俗学入門⑤
ＬＯＶＥ微笑学的男女論

ま
か
不
思
議
左
笑
い
を
う
か
べ
る
の
で
す
。

「
…
…
・
…
・
…
・
…
・
・
・
…
…
？
」
「
イ
ヤ
…
・
…
．
．

。
。
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
ノ
ロ
」
「
。
。
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
：
・
・
。
・
・
・

．
…
・
・
・
・
・
…
？
」
「
イ
ヤ
ー
ン
」
「
…
・
…
・
・
・
・
…
．

、
ワ
ロ
・
・
・
・
。
・
・
・
：
・
・
・
、
０
・
・
：
。
・
・
・
・
・
・
・
。
」
「
・
・
・
：
。
◇
・
・
・
・
・
・
：
。
：
・
・
・
・
・
・

…
…
…
…
…
・
・
…
・
◎
」
「
・
…
…
・
・
フ
フ
フ
フ
…
…

：
：
。
。
：
。
・
・
・
・
・
・
・
◇
。
。
」
「
。
．
・
・
・
：
。
。
〃
鯨
〃
器
〃
和
。
」
「
や
。
．
：
・
・
・
・
・
・
・

．
…
．
．
…
、
不
◎
」
》
》
）
》
》
「
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…

。
：
。
。
・
・
・
：
・
・
。
」
「
・
・
◇
・
・
・
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
◇
・
・
・
・

…
・
・
・
？
」
「
ホ
ホ
ホ
ホ
・
・
…
…
．
．
…
．
．
。
」

「
？
？
？
？
。
」
ロ
コ
コ
泡
。
「
…
．
．
…
・
…

…
…
。
」
「
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

☆
☆
。
」
▼
▼
▼
▼
▼
「
・
・
・
…
・
…
…
：
．
…
・
…
．

．
…
…
・
・
…
・
・
・
フ
フ
フ
。
」
「
…
・
・
・
・
・
・
・
・
…
…
…
。
Ｏ
」

「
…
…
…
…
…
イ
イ
ワ
。
」

か
く
し
て
彼
女
は
、
あ
な
た
の
も
の
に
。

数
年
後
。

「
ネ
。
何
を
考
え
て
る
の
。
」
「
…
…
…
…
…
…

．
…
…
．
．
。
」
「
た
ま
に
は
二
人
で
出
か
け
ま
し
ょ
う

よ
。
」
「
・
…
…
・
…
・
…
…
ウ
ー
ン
″
」

「
：
…
：
…
…
：
？
」
「
…
：
…
…
：
：
〃
」
☆
☆
☆

☆
☆
☆「

ま
っ
た
く
男
っ
て
何
を
考
え
て
る
の
か
わ
か
り

や
し
な
い
わ
。
」

奥
様
達
ノ
．
あ
な
た
の
旦
那
様
は
今
、
少
女
時
代

の
あ
な
た
よ
り
も
少
女
的
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
左
世
界

へ
は
ば
た
い
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

と
く
く
男
と
女
は
不
可
解
表
の
で
す
。

そ
れ
で
も
男
と
女
は
仲
が
い
い
の
で
す
。

実
に
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
な
の
で
す
。

三
ね
、
僕
が
好
き
？
そ
れ
と
も
嫌
い
？
い
い
か

ら
遠
慮
な
く
い
っ
て
く
れ
た
ま
え
。
」

「
：
…
・
…
・
・
・
」
（
上
目
づ
か
い
に
ほ
の
か
に
頬
を
そ

め
て
ほ
ほ
笑
む
）

「
じ
ゃ
あ
、
ほ
か
に
好
き
な
人
が
い
る
の
？
」

「
．
．
…
…
．
：
．
」
（
ほ
ほ
笑
み
、
な
が
ら
頭
を
静
か
に
横

へ
）「

で
は
希
望
を
持
っ
て
い
い
ね
。
」

「
…
．
．
…
…
・
」
（
ほ
ほ
笑
む
の
み
）「

こ
ん
ど
の
日
曜
、
誘

っ
て
も
い
い
ね
。
電
話

す
る
よ
。
」

「
…
…
…
一
（
か
す
か

に
微
笑
）

「
そ
し
て
僕
の
両
親
に

一
度
会
っ
て
も
ら
い
た

い
左
ｏ
」

「
で
も
…
…
」
（
ふ
た

た
び
微
笑
）

な
ん
と
も
謎
め
い
た

不
可
解
な
微
笑
を
女
性

は
、
よ
く
す
る
の
で

す
。
相
手
を
傷
つ
け
て

’
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Ａ１１ｍｌｉ
生
田
の
森
の

見
世
物
芝
居

⑭，患 駅＄④皿

向
う
。
大
八
車
の
車
輪
が
ぐ
る
り
ぐ
る
り
と

土
を
踏
み
た
え
て
今
日
も
流
れ
て
い
く
。

’
2８

u

生
田
の
森
に
哀
愁
お
び
た
童
女
の
ご
詠
歌

が
流
れ
る
夕
幕
れ
ど
き
。
赤
い
ろ
う
そ
く
に

照
ら
さ
れ
た
赤
い
べ
く
き
た
童
女
が
テ
ン
ト

小
屋
の
む
し
ろ
に
坐
っ
て
ひ
と
り
。

〃
雨
が
降
っ
て
も
蝉
は
鳴
く
、
雪
が
降
っ
て

も
花
椿
、
赤
い
赤
い
お
く
れ
と
泣
き
な
が
ら

油
な
必
な
め
袖
を
振
る
…
…
〃
白
衣
の
老
女

の
呼
び
込
み
の
声
が
終
る
と
人
々
が
ど
っ
と

見
物
小
屋
に
入
っ
て
い
っ
た
。

〃
無
縁
童
女
往
生
絵
巻
″
饗
の
河
原
篇
・
四

国
霊
場
巡
り
篇
“
を
ひ
っ
さ
げ
て
四
国
八
十

八
ケ
所
を
逆
回
り
し
て
６
月
の
は
じ
め
に
シ

ア
タ
ー
夜
行
館
が
大
八
車
を
ひ
い
て
神
戸
へ

着
い
た
。
以
前
一
座
に
い
た
東
京
の
美
学
生

が
描
い
た
と
い
う
土
佐
の
絵
金
を
思
わ
せ
る

見
事
な
死
後
の
世
界
の
ど
ろ
絵
幕
と
ご
ざ
敷

き
薄
昔
な
が
ら
の
旅
芸
人
の
見
せ
物
小
屋
の

雰
囲
気
は
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
、
若
者
な
ど
と
集
ま
る
人
も
お

も
し
ろ
い
。

〃
河
原
の
河
原
の
河
原
か
ら
、
岬
の
岬
の
岬

か
ら
、
カ
ン
カ
ン
カ
ラ
カ
ラ
白
い
風
が

吹
い
て
く
る
。
あ
た
し
の
黄
色
い
風
車
に

風
を
下
さ
－
い
。
〃
舌
っ
た
ら
ず
の
童
女
の

つ
ぶ
や
き
と
燃
え
る
炎
。
人
々
は
な
ま
つ
ば

ゴ
ク
リ
と
鳴
ら
す
。
暗
い
暗
い
暗
い
世
界
の

旅
路
を
誰
れ
も
が
胸
が
さ
す
痛
み
感
じ
な
が

ら
見
つ
め
た
。

唐
十
郎
と
同
期
の
座
長
の
笹
原
茂
朱
さ
ん

（
弘
）
と
亜
女
役
の
奥
さ
ん
の
阿
修
舞
さ
ん
。

土
の
中
か
ら
ま
っ
裸
の
死
者
が
か
ら
だ
を
ケ

イ
レ
ン
さ
せ
な
が
ら
う
ご
め
く
。
こ
の
役
者

ぼ
う
ず
頭
の
古
沢
宅
さ
ん
は
自
分
の
寸
分
下

の
土
を
人
々
に
わ
か
っ
て
も
ら
わ
な
く
て

は
。
自
分
は
土
の
中
に
い
て
も
本
当
に
死
ん

で
は
い
な
い
の
だ
か
ら
と
言
っ
た
。
土
と
泥

と
自
分
の
関
係
を
い
つ
も
意
識
し
て
い
る
び

わ
を
弾
き
な
が
ら
四
国
霊
場
篇
の
前
座
の
唄

を
歌
う
の
は
羽
歳
の
六
道
旅
人
さ
ん
。
因
果

を
信
じ
て
、
酔
う
と
阿
波
踊
り
が
飛
び
だ
す

四
国
白
童
さ
ん
一
一
人
は
四
国
で
仲
間
入
り
し

た
。芝

居
が
終
っ
た
夜
行
館
は
梅
雨
入
り
し
た

神
戸
か
ら
京
都
の
平
野
神
社
、
名
古
屋
へ
と

シ
ア
タ
ー
夜
行
館

興行をふれて歩く
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直木和子さんの作品米沢きよみさんの作品

れ
に
も
干
渉
さ
れ
な
い
”
浪
人
″
を

誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
、
執
筆
者
に
は
大
学
の
教
授
、
ホ

ン
コ
ン
、
台
湾
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ

な
ど
。２号

で
は
詩
人
、
キ
ム
・
ジ
ハ
の

詩
と
関
連
記
事
を
掲
さ
い
。

ビ
ザ
の
難
事
を
で
き
る
だ
け
伸
ば

し
て
神
戸
の
こ
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

で
ポ
ケ
ッ
ト
さ
ん
の
平
和
運
動
は
進

ん
で
い
る
。

③
劇
団
日
本
維
新
派
興
業

さ
よ
な
ら
一
族

７
月
１
．
２
日
七
”
○
○
よ
り
神

戸
、
六
甲
の
〃
シ
ア
タ
ー
Ｓ
Ｅ
Ｔ
・

Ｉ
Ｎ
鍵
で
待
ち
に
待
っ
た
維
新
派
の

神
戸
興
業
が
催
さ
れ
る
。

〃
さ
よ
な
ら
一
族
〃
は
作
白
藤
茜
、

演
出
亀
山
考
治
、
演
奏
尾
中
泰
、
役

者
渡
嘉
平
、
宮
章
平
、
鎌
谷
邦
忠
、

松
本
雄
吉
、
赤
石
美
和
他
の
面
々
。

芝
居
は
見
て
の
お
楽
し
み
。

チ
ケ
ッ
ト
は
、
神
戸
行
動
企
画
グ
ル

ー
プ
８
２
１
．
一
○
○
○
に
あ
り
ま

す
。
５
０
０
円
で
す
。

畷

ん
（
型
歳
）
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

出
身
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
歴
史

学
を
専
攻
し
、
二
年
前
先
輩
の
緯
国

人
朴
櫓
湯
氏
が
ス
パ
イ
容
疑
で
死
刑

の
宣
告
を
受
け
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
自
治
会
長
だ
っ
た
彼
が
、
代
表
し

て
、
韓
国
政
府
要
人
と
折
衝
の
た
め

ソ
ウ
ル
に
向
っ
た
。
そ
こ
で
知
っ
た

ア
ジ
ア
の
諸
問
題
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

知
る
ア
ジ
ア
と
違
う
こ
と
が
こ
の
誰

●
ふ
た
り
よ
が
り
は
暗
中
模
索

生
田
筋
の
安
田
画
廊
で
６
月
６
日

１
，
日
ま
で
近
視
眼
的
発
想
に
よ
る

や
ぶ
に
ら
み
ふ
う
、
い
ら
す
と
小
品

展
な
る
も
の
を
開
い
た
女
の
子
２

人
。米

沢
き
よ
み
さ
ん
と
直
木
和
子
さ

ん
。
神
戸
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
を
今
春

鰯識藤蕊

鳶『趣蕊 謹篭簿

蕊蕊箇
認ヒコ日ＥＰＩ

驚鍵

卒
業
。
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
フ
ォ
ー

な
る
グ
ル
ー
プ
の
な
か
の
二
人
は
初

め
て
の
小
品
展
。
ブ
ラ
ッ
ク
ミ
ス
テ

リ
ー
の
よ
う
な
作
風
を
追
う
米
沢
き

よ
み
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
は
ホ
ー
ム
で
な

し
。
（
写
真
）
あ
あ
り
ん
ご
ひ
と
つ

な
ど
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
小
品
展
で

自
分
の
欠
点
を
見
に
来
た
人
の
反
響

を
肌
に
感
ん
じ
て
涙
流
し
て
、
次
の

作
品
を
つ
く
り
た
い
と
元
気
い
っ
ぱ

い
の
米
沢
さ
ん
。
次
回
の
作
品
が
楽

し
み
で
あ
る
。

●
〃
浪
人
″
と
い
う
新
聞

神
戸
の
街
と
港
が
一
望
に
見
わ
た

せ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
で
緯
度
印

度
Ｉ
別
度
、
経
度
鯛
度
ｌ
蝿
度
の
諸

国
問
題
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
知
ら

せ
よ
う
と
つ
く
ら
れ
る
〃
浪
人
“
と

い
う
英
字
新
聞
は
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
判

八
ぺ
１
ジ
の
広
告
な
し
で
隔
月
発

行
。
一
部
２
０
０
円
。

第
３
号
は
今
で
は
も
う
誰
れ
も
知

ら
な
い
女
大
学
の
訳
文
。
日
本
の
文

化
を
、
し
い
て
は
、
今
の
日
本
の
源

ＤＲＥＡＭＥＲ

1２９

篭蕊蕊鶏
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

文
化
と
歴
史
の
違
い
は
各
国
の
人

間
の
違
い
だ
か
ら
と
…
…
。

〃
浪
人
〃
を
編
集
す
る
、
イ
ギ
リ

ス
人
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ボ
ゲ
ッ
ト
さ

清村仁司（2 5 歳）
〈デザイナー＞

去年の６月大雨のある日武
庫川をゴムボートで濁流下り
をデザイナーの大野己喜雄氏
とやった清村君はフリーのデ
ザイナーというかマンガ家と
いうか……
５月の神戸まつりでは自家

製の後向き自転車を高明佳明
君と２人でつくってパレー
ド、幼いころからレールにあ
こがれてたとかでそれが自転
車つくらせたらしい、
今はアフリカの音に興味を
おぼえて呪文のような言葉つ
ぶやいてうたってるそう。身
てくれた。何か訳のわからな

鍵藍韓

ぶり手ぶりで今までの芸事を披ろうしてくれた。何か訳のわからな
いとても奇妙な人である。自分のやっていることを話すとき彼の目
がキラキラ光るのがとても気になる人物です。
連絡先ＴＥＬ3 3 1 - 1 1 5 7

０Ｏポケットさん

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ニ
ー
さ
ん
が
女
主
人
と
し
て
活
さ
せ
る
サ
ヴ
ォ
イ
の
マ
ス
タ
ー

躍
す
る
行
き
と
ど
い
た
店
。
小
林
省
三
さ
ん
が
こ
の
六
月
、

し
て
気
軽
る
に
行
け
る
と
ん
か
し
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
六
○
○
を
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
色
と
り

っ
専
門
店
が
誕
生
し
た
。
と
ん
円
よ
り
、
ス
テ
ー
キ
一
三
○
○
ど
り
の
花
束
に
囲
ま
れ
て
上
気

か
つ
は
五
五
○
円
、
そ
れ
に
ビ
円
よ
り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ュ
ー
脈
。
店
内
は
ぞ
く
ぞ
く
と
つ
め

－
ル
ー
五
○
円
と
あ
っ
て
千
円
ス
ニ
○
○
’
三
○
○
円
と
い
う
か
け
る
〃
ス
ネ
カ
ジ
リ
ッ
子
フ

で
と
ん
か
つ
、
ビ
ー
ル
二
本
が
気
握
る
左
値
段
で
、
日
本
風
な
ア
ン
〃
で
む
せ
か
え
っ
て
い
た
。

飲
め
る
ん
だ
か
ら
安
い
。
五
五
落
ち
つ
い
た
イ
ン
テ
リ
ヤ
の
中
☆
お
客
さ
ん
一
五
四
○
人
を

○
円
（
十
枚
）
が
五
千
円
に
な
る
で
味
わ
え
る
か
ら
論
外
人
さ
ん
ネ
タ
に
し
た
人
間
ポ
ス
タ
ー

回
数
券
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
人
を
ど
の
接
待
に
は
喜
ば
れ
る
だ
次
々
と
ユ
ニ
ー
ク
を
ア
イ
デ

気
。
三
十
人
か
ら
十
人
ま
で
の
ろ
う
。
ま
た
マ
リ
ヤ
・
マ
ッ
カ
ト
ィ
ア
で
神
戸
っ
子
を
び
っ
く
り

小
部
屋
も
あ
る
。
ニ
ー
さ
ん
が
女
主
人
と
し
て
舌
弐
一
十
一
る
ナ
ゾ
オ
イ
リ
マ
ズ
賞
Ｉ

蕊騨蕊謹蕊躍謬霊露蕊 ☆
二
つ
茶
屋
が
元
町
二
階
を
☆
コ
ウ
ベ
ビ
ー
フ
の

》
謡
』

和菜子と共にとんかつも有名になる二つ茶屋

卜
さ
せ
た
〈
ｔ
ｅ
ｌ
３
３
１
・
希
望
者
に
は
一
枚
四
百
円
（
顔

１
８
７
５
〉
写
真
が
載
っ
て
る
方
に
は
三
百

☆
若
も
の
に
人
気
の
円
）
で
分
け
て
い
る
の
で
、
ポ

〃
ス
ネ
カ
ジ
リ
ッ
子
〃
３
周
年
ス
タ
ー
が
ほ
し
い
方
、
一
目
み

農
業
会
館
前
、
永
晃
ピ
ル
地
た
い
方
は
サ
ヴ
ォ
イ
ま
で
。

悪

カウボーイハットもかわいい
スネカジリッ子３周年

１
３０

１

の
横
に
縄
ノ
レ
ン
の
お
寿
司

コ
ー
ナ
ー
が
人
気
の
的
。
午

前
ｎ
時
鋤
分
ｌ
午
後
３
時
迄

ち
ら
し
・
巻
・
箱
寿
司
が
吸

物
付
で
二
五
○
円
。
コ
ー
ヒ

ー
一
豆
○
円
。
午
後
五
時
か

ら
は
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
に
ぎ

り
も
一
人
前
六
○
○
円
よ
り

と
な
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ベ
ル

ポ
ト
ル
（
六
五
○
○
円
）
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1３１

'４

ひ城
ヌベ一ノレ

神戸市生田区北長狭逓２丁目エ４

Ｐｈｏｎｅ３３１－９００５

; 蝿癖聯識燃 ……' 綱電鯉
お待せしました。サヴオイメイツ１５４０

燃溌而:；
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鶏d ｆ僧一議

スカイサントリー屋上ビヤガーデン
期間５／ｌ～８/ ３１毎夕バンド演奏有 ●

お
酒
の
殿
堂

1３２

Ｊ謡Ｐ哨砥凸も

愚莫踊駒藍iijib･
三宮交通センターピル９ＦＴＥＬ. ( 3 9 1 ) 3 7 0 5 ～６

酒類調味食品問屋
③神戸酒類販売株式会社
本店・生田区中山手通１丁目７６

ＴＥＬ(078)321-0201(代表）
支店・西宮・垂水・兵庫

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
特
豚
約
代
理
，
店

〈北欧バイキング料理＞
御一人様￥１，５００

…1 菱膳掛…、
るお部屋もございます。

ます･ 喫茶・スナックコーナーの他、
一品料理、日本酒も準備いたしており

同窓会など各種パーティにご利用頂け
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華
鍛
趣
迦
掛

の
キ
モ
ノ
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、

創
作
内
見
会
を
催
し
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
に
先
掛
け
独
創
の
秋

物
を
ず
ら
り
と
店
内
に
並
べ
、

皆
様
の
御
意
見
を
・
・
・
と
い
う
も

の
。
振
袖
、
留
袖
、
訪
問
着
、

付
下
げ
、
丸
帯
、
袋
帯
な
ど
の

逸
品
が
落
ち
着
い
た
店
内
に
陳

列
さ
れ
、
着
物
の
美
を
再
認

識
。ま

た
、
７
月
５
．
６
日
の
両

日
、
明
治
生
命
ピ
ル
⑫
Ｆ
に
お

い
て
、
ラ
ウ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が

７
月
灯
・
哩
日
に
は
、
留
袖
式

服
展
が
催
さ
れ
ま
す
。

８
１
９
０
０

☆
ユ
ー
ハ
イ
ム
で
シ
ュ
ガ
ー
レ

ス
ケ
ー
キ
新
発
売

日
本
最
古
の
ド
イ
ツ
菓
子
の

ユ
ー
ハ
イ
ム
が
こ
の
程
、
シ
ュ

ガ
ー
レ
ス
（
砂
糖
を
使
わ
な
い
）

ケ
ー
キ
を
売
り
出
し
ま
し
た
。

六
月
一
日
か
ら
店
頭
に
並
べ
ら

れ
た
こ
の
お
菓
子
は
、
糖
分
を

取
り
過
ぎ
の
現
代
人
、
美
容
に

敏
感
な
あ
な
た
、
そ
れ
に
病
人

の
方
や
、
老
人
の
方
に
も
自
信

を
も
っ
て
お
勧
め
で
き
る
健
康

食
品
。
こ
れ
ら
シ
ュ
ガ
ー
レ
ス

・
プ
ラ
ム
ケ
ー
キ
（
五
百
円
と

二
千
円
）
と
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ

ー
ク
ラ
ン
ッ
（
五
百
円
と
千
円
）

は
、
今
ま
で
の
純
正
食
品
の
上

に
た
っ
て
、
人
々
の
ニ
ー
ド
に

答
え
た
健
康
食
品
へ
…
…
と
考

渡辺の衛兵さん

神戸百店会
だより

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

シュガーレス・プラムケーキ

え
た
ユ
ー
ハ
イ
ム
が
月
日
を
重

ね
て
作
り
だ
し
た
も
の
。
砂
糖

を
使
っ
て
い
な
い
ケ
ー
キ
？
と

お
思
い
で
し
ょ
う
が
、
味
覚
の

方
は
な
か
な
か
た
い
し
た
も

の
。
ゆ
っ
く
り
、
味
わ
っ
て
み

て
下
さ
い
。

☆
神
戸
の
ビ
ル
街
に
衛
兵
さ
ん

紳
士
服
で
お
な
じ
み
の
セ
ン

タ
ー
街
の
渡
辺
が
、
三
宮
国
際

会
館
五
○
沈
に
新
築
し
、
六
月

か
ら
営
業
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ビ
ル
街
の
七
階
建
て
の
新
店
舗

に
は
、
白
い
壁
面
に
渡
辺
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
こ
と
、
バ
ッ
キ

ン
ガ
ム
宮
殿
の
熊
毛
順
子
と
赤

制
服
の
大
き
な
衛
兵
が
描
か

れ
、
緑
の
並
木
と
調
和
し
、
町

の
美
観
に
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

又
、
店
内
も
明
る
い
ガ
ラ
ス

張
り
で
輪
入
物
、
舶
来
物
の
店

ら
し
く
、
欧
風
の
瞳
き
物
で
統

☆
水
の
中
で
大
回
転
。
頭
か
ら
ピ
ュ
ー

ヅ
と
噴
水
。
色
々
な
動
物
が
特
技
を
披

露
。
こ
れ
は
、
お
も
ち
ゃ
の
カ
メ
ヤ
の

店
頭
で
、
涼
し
げ
に
泳
ぐ
お
も
ち
ゃ
の

動
物
た
ち
。
ト
ミ
ｉ
の
水
中
大
回
転
の

カ
パ
チ
ョ
は
一
三
六
○
円
。
頭
か
ら
噴

水
の
イ
ル
カ
君
は
七
九
○
円
、
希
ち
や

ぬ
た
オ
ッ
ト
セ
イ
は
九
二
○
円
。
詮
の

他
カ
メ
八
○
○
円
、
こ
慾
つ
き
カ
ッ
パ

一
○
四
○
円
。
わ
ん
ぱ
く
イ
ル
カ
七
九

○
円
。
ス
イ
ス
イ
ミ
ス
タ
ー
ペ
ン
ギ
ン

八
四
○
円
。
大
怪
獣
ミ
ズ
ゴ
ン
一
七
六

○
円
。
と
ま
る
で
動
物
閲
。

こ
の
夏
も
お
子
棟
の
水
遊
び
の
お
共

に
カ
メ
ヤ
特
製
の
愉
快
な
お
も
ち
ゃ
は

い
か
が
で
す
か
。
大
人
で
さ
え
も
い
つ

ま
で
見
て
い
て
も
飽
き
な
い
の
で
す
。

☆
阪
急
三
宮
西
口
北
側
の
コ
ト
ブ
キ
が

第
七
回
お
座
敷
ビ
ー
ル
ま
つ
り
を
催
し

ま
し
た
。
六
月
一
日
１
３
．
５
．
６
Ｆ

利
用
の
諸
客
様
に
は
も
れ
な
く
民
芸
ふ

う
り
ん
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
２
Ｆ
利
用
の

お
客
棟
に
は
抽
選
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
用
具

を
、
そ
の
他
色
々
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。

こ
れ
か
ら
夏
の
ス
タ
ミ
ナ
料
理
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
や
、
デ
イ
ト
に
も

御
利
用
な
さ
っ
下
さ
い
。
Ｂ
１
Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｄ
パ
ブ
、
１
Ｆ
喫
茶
室
、
某
子
売

店
、
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
３
Ｆ
鎧
座
敷

焼
肉
料
理
、
４
Ｆ
お
座
政
鍋
物
料
理
、

６
Ｆ
大
小
宴
会
場
で
す
。

☆
予
供
服
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
ス
ヌ
ー
ピ

ー
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
売
っ
て
い
ま
一
兆
サ

イ
ズ
は
一
才
’
十
三
才
Ｌ
ま
で
で
、
と

て
も
か
わ
い
い
感
じ
で
す
。

☆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
の
ロ
ー
ズ
ａ

プ
ル
ー
ア
キ
ラ
美
容
室
に
当
店
推
薦
の

髪
の
栄
養
ク
リ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
ア
キ
ラ
美
容
室
へ
。

☆
今
年
も
恒
例
の
ラ
ウ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ

コ
ウ
ベ
・
サ
マ
ー
パ
ザ
ー
ル
が
明
治
生

命
ピ
ル
哩
Ｆ
大
ホ
Ｉ
ル
で
開
か
れ
ま
す

七
月
七
日
（
水
）
・
八
日
（
木
）
の
両

日
は
、
高
級
品
を
格
安
の
値
段
で
手
に

入
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
／
ス
ギ
ヤ

・
元
町
バ
ザ
ー
、
ヨ
シ
オ
カ
・
エ
ス
タ

ー
ー
豆
－
ト
ン
・
波
辺
・
み
よ
し
や
・

オ
カ
グ
・
ク
ジ
マ
・
シ
ラ
サ
の
有
名
九

店
の
協
催
で
す
。

１
３３

１

日がみの
か６よ呉大
ら月し服丸
－１やの前

一
・
サ
ロ
ン
風
で
紳
士
、
淑
女

の
待
ち
合
せ
に
は
絶
好
の
場
所

で
す
。
尚
、
旧
セ
ン
タ
ー
街
店

は
六
月
中
旬
よ
り
婦
人
帽
子

店
、
マ
キ
シ
ン
の
ヤ
ン
グ
ば
ん

で
〃
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
〃
と
改
名

し
、
婦
人
雑
貨
・
帽
子
の
店
で

再
閃
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と

で
－
す
。
（
新
店
舗
の
グ
リ
ー

ン
ピ
ル
は
５
Ｆ
よ
り
上
は
貸
ビ

ル
で
す
。
ど
う
ぞ
御
利
用
を
）

☆
続
々
着
物
の
展
示
会

みよしやの創作内見会
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練身

星の色が変わるときに……

央
の
長
谷
池
の
西
に
約
五
億
円

を
か
け
て
建
設
す
る
予
定
で
、

来
春
に
は
一
部
が
開
放
さ
れ
る

中
央
に
モ
ー
ー
ュ
メ
ン
ト
広
場

が
つ
く
ら
れ
る
ほ
か
、
カ
ス
ヶ

ー
ド
モ
ミ
な
ど
モ
ミ
類
の
木
六

千
本
が
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
を

埋
め
る
計
画
。

神
戸
市
民
に
と
っ
て
、
緑
の

憩
い
の
場
が
ま
た
一
つ
増
え
た

ボ
ケ

ｌ
岨
）
。

3４

雛
呼
縄

一
整
醒
鶴
綱
鮭
総
評
協
力
瀧

一
心
鵠
瞬
剛
準
撫
撫
撫
一

一
幸
い
で
す
。

灘
率
洲
鰐
淵
瀬
の
や
一

一
篭
儒
嶋
岡
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石
川
滋
彦
油
絵
個
展
７
／
皿
１
７
／
的

山
平
義
正
日
本
画
展
６
／
釦
１
７
／
５

☆
学
生
の
集
う
新
光
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
古
唐
津
展

去
る
六
月
三
日
’
二
十
六
日

に
、
元
町
の
新
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
生
田
区
元
町
通
二
丁
目
二
七

二
）
に
於
て
古
唐
津
展
が
開
か

れ
た
。
こ
の
唐
津
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
当
店
の
御
主
人
こ
と
麻

生
一
郎
さ
ん
鰯
が
、
多
年
に
渡

っ
て
集
め
た
唐
津
を
初
め
て
公

開
し
た
も
の
。
店
内
は
、
学
生

か
ら
年
配
の
人
々
が
集
ま
り
な

か
な
か
の
人
気
で
、
桃
山
期
ｌ

江
戸
期
の
古
唐
津
に
見
入
っ
て

い
る
人
々
も
多
か
っ
た
。

「
こ
れ
か
ら
後
は
私
の
唐
津

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
量
質
共

に
減
少
し
て
も
増
加
す
る
事
は

な
い
と
思
い
、
こ
の
度
御
清
覧

願
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
」
と
語

る
麻
生
さ
ん
は
、
大
の
茶
碗
好

き
「
若
い
人
に
も
い
つ
の
日
に

か
陶
器
の
よ
さ
の
判
る
時
期
が

く
る
。
だ
か
ら
…
…
。
」
と
語
る

氏
の
周
り
に
学
生
が
始
終
集
っ

て
く
る
の
も
解
る
よ
う
だ
。

こ
れ
か
ら
は
年
に
一
度
は
、

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
開
く
予

定
だ
そ
う
だ
や
一
度
見
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

☆
も
と
ま
ち
加
年
を
記
念
し
て

小
冊
子
出
版

こ
の
程
元
町
本
通
の
各
商
店

に
、
も
と
ま
ち
血
と
書
か
れ
た

黄
色
い
小
冊
子
が
置
か
れ
て
い

る
。
こ
の
本
は
、
明
治
七
年
に

誕
生
し
、
今
年
で
百
年
目
を
迎

え
た
「
も
と
ま
ち
」
を
記
念
し

て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
開
港

の
こ
ろ
か
ら
の
「
も
と
ま
ち
」

の
歴
史
を
写
真
と
と
も
に
振
り

返
っ
て
い
る
。

ま
た
、
元
町
う
ま
い
も
ん
と

ど
り
ん
き
ん
ぐ
ま
つ
ぷ
も
付
い

て
神
戸
の
人
に
は
一
度
目
を
通

し
て
頂
き
た
い
も
の
。

元
町
の
お
店
な
ら
、
ど
こ
で

も
も
ら
え
ま
す
。

☆
第
二
○
回
を
迎
え
た

ラ
イ
オ
ン
ズ
・
コ
ン
サ
ー
ト

神
戸
灘
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
昭
和
四
十
一
年
か
ら
一
年

三
’
四
回
の
小
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
き
、
多
く
の
新
進
・
中
堅
を

紹
介
、
同
時
に
そ
の
全
収
益
を

神
戸
市
内
の
肢
体
不
自
由
児
の

施
設
に
継
続
的
に
寄
付
し
て
き

た
。こ

の
継
続
的
な
ア
ク
テ
ィ
ヴ

イ
テ
ィ
（
奉
仕
活
動
）
に
は
日

本
楽
器
を
は
じ
め
、
マ
ス
コ
ミ

関
係
、
楽
壇
各
位
の
支
持
が
寄

せ
ら
れ
、
音
楽
評
論
家
数
氏
の

出
演
者
の
選
考
な
ど
、
各
方
面

の
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
七
月

常
設
展
７
／
１
１
７
／
妬

メ
キ
シ
コ
現
代
美
術
・
シ
ケ
イ
ロ
ス
・

タ
マ
ョ
展
７
／
犯
１
８
／
釦

☆
白
鶴
美
術
館
７
月
休
館

☆
南
蛮
美
術
館

黄
粟
画
像
と
沈
南
頻
風
花
鳥
画
展

７
／
１
１
７
／
妬

☆
Ｋ
Ｄ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

篭霞
横井和子さん もとまち１００です

に
二
○
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
○
回
は
神
戸
の
誇
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
横
井
和
子
さ
ん
を

中
心
に
、
新
進
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
、
長
野
昭
子
さ
ん
、
京
響

の
首
席
チ
ェ
リ
ス
ト
、
竹
内
良

治
さ
ん
の
ト
リ
オ
、
そ
れ
に
京

響
の
首
席
奏
者
二
人
を
加
え
た

五
重
奏
で
、
別
記
の
よ
う
に
「
室

内
楽
の
夕
べ
」
が
催
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
・

ア
ク
テ
ィ
ヴ
イ
テ
ィ
・
コ
ン
サ

ー
ト
・
シ
リ
ー
ズ
、
過
去
の
出

演
者
は
ピ
ア
ノ
が
北
野
京
子
、

滝
川
富
紀
子
、
小
川
惰
俊
、
加

藤
百
合
子
、
神
沢
哲
郎
、
金
沢

益
孝
、
横
井
和
子
、
森
川
き
み

子
、
岡
村
睦
子
、
加
藤
寿
美
、

北
野
完
一
、
南
祐
子
、
田
原
富

子
、
関
晴
子
、
森
信
子
。
声
楽

が
糟
谷
展
子
、
岡
田
晴
美
、
秋

定
典
江
、
佐
藤
康
子
、
松
本
幸

三
、
田
口
美
穂
子
、
長
谷
川
紀

子
。
器
楽
が
ル
ド
ル
フ
・
カ
ル

プ
、
宮
本
淳
一
朗
、
和
田
安
教

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

大
阪
テ
レ
マ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
田
原
富
子
は
今
年

度
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
、
関
晴
子

は
一
九
七
一
年
度
音
楽
ク
リ
テ

ィ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
賞
を
そ
れ
ぞ

れ
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
受
賞
し

松
木
幸
三
は
毎
日
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
入
選
、
秋
定
典
江
は
日
伊

コ
ン
コ
ル
ソ
大
賞
を
受
賞
し
て

現
在
ミ
ラ
ノ
留
学
中
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
出
演
者
の
多
数
が
関

統
計
か
ら
語
る
神
戸
展

☆
新
光
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７
／
８
１
７
／
犯

高
橋
政
己
洋
画
展

西
田
喜
代
子
造
花
展
７
／
６
１
７
／
、

☆五★澄
三人安川

第
７
回
松
井
香
咽
日
本
画
展

南
欧
中
近
東
古
陶
展
７
／
魂
１
８
／

世
界
の
ガ
ラ
ス
エ
芸
遺
品
展

井
上
治
男
陶
芸
展

京
都
染
色
会
最
高
峰

常
設

マ
イ

親
和
女
子
大
美
術
部
展
覧
会

田
中
豊
子
紙
人
形
展
７
／
亜
／
７
／
岨

画
展

堀
口
泰
造
彫
刻
小
品
展

中
国
展
６
／
鍋
１
７
／
４

第
２
回
幼
児
画
展
７
／
６
１
７
／
ｕ

第
６
回
神
戸
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

夏
の
動
物
フ
ェ
ア
ー
７
／
”
１
８
／

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
サ
ン
チ
カ

丹
波
・
篠
山
の
観
光
と
物
産
歴

中
国

第
４

イ
ド術

７
／
卯
１
７
／
弱

ガ美

７７７
／／／
2 ９８１
１１１
８７７
／／／
４２１７

☆
大
丸
百
貨
店
五
階
美
術
画
廊

７
／
咽
１
７
／
蛸

７７．
／／岸
１３６田
１１利
７７之
／／友
1 8 ｎ棟

☆
さ
ん
ち
か
広
場
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
３
回
山
の
風
景
絵
画
展

☆
そ
ご
う
六
階
画
廊

チ
ニ

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

６
／
邪
１
７
／
４

７
／
皿
１
７
／
肥

７
／
即
１
７
／
鱒

７
／
１
１
７
／
７

元
一
個
展
７
／
８
１
７
／
創

田
画
廊
展
７
／
、
ｌ

菱
ホ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
６
／
”
１
７
／
４

回
サ
ン
チ
カ
パ
リ
展

７
／
６
１
７
／
ｕ

展ナ
ス
一
人
絵

コ
ポ
ヘ
ミ
ア
ン
グ
ラ
ス
展

７
／
釦
１
７
／
郡

■

’
3５ ７

／
岨
１
７
／
妬

瀞| 鈎
撫# 蕊 ■
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展
示
会
日
を
き
め
て
売
る
と
い

う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
商
法
だ
。

☆
団
地
の
マ
マ
二
○
○
○
○
人

が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
利
用

元
町
一
、
二
、
三
丁
Ⅱ
と
穴

門
筋
、
ト
ア
・
ロ
ー
ド
、
大
丸

前
商
店
街
が
交
通
局
と
協
力
し

て
運
行
を
始
め
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
（
月
曜
は
西
鈴
蘭
台
団

地
、
木
曜
は
有
野
団
地
か
ら
）

が
一
周
年
を
む
か
え
る
。

十
一
時
に
団
地
を
出
て
、
都

心
ま
で
四
○
分
で
到
着
し
、
帰

り
は
三
時
四
○
分
に
大
丸
前
を

出
発
す
る
こ
の
定
期
便
、
毎
回

平
均
百
名
程
庇
の
利
用
者
が
あ

り
、
な
か
な
か
好
評
で
、
一
周

年
記
念
と
二
万
人
乗
車
記
念
の

行
事
が
重
な
り
そ
う
で
関
係
者

は
大
忙
し
…
…
。

西
楽
壇
の
第
一
線
で
活
躍
中
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

す
で
に
満
六
年
の
歴
史
を
も
っ

た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
全
国
で

も
め
ず
ら
し
い
奉
仕
団
体
の
企

画
と
し
て
知
ら
れ
、
他
都
市
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ク
ラ
ブ
か
ら
も

そ
の
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る

☆
日
本
の
美
を
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

の
シ
ス
テ
ム
で
み
せ
る

国
際
的
、
環
境
的

公
害
的
、
大
関
心

大
阪
に
向
う
途
中
、
午
後

四
時
を
過
ぎ
た
ば
か
り
だ
と

い
う
の
に
、
ス
モ
ッ
グ
に
覆

わ
れ
薄
暗
く
無
気
味
な
様
相

で
あ
る
。

「
も
う
、
こ
の
世
の
中
も

花時計

新谷沢子さん

日本のよさをみなおすにふさわしいr かたち－

本
誌
に
昨
年
お
し
ど
り
コ
ン

ビ
で
、
神
戸
の
エ
ト
ラ
ン
ゼ
の

奥
さ
ま
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み

て
い
た
Ｊ
・
ロ
ウ
さ
ん
と
ロ
ウ

て
る
子
さ
ん
夫
妻
（
芦
屋
市
打

出
小
槌
町
三
霞
０
７
９
７
１
躯

１
４
２
０
７
）
が
、
五
月
二
十

五
日
’
三
日
間
、
自
宅
の
一
室

と
庭
を
開
放
し
て
、
日
本
の
古

道
具
や
民
芸
品
を
集
め
た
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
ス
タ
イ
ル
の
「
か
た

ち
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

古
い
ダ
ン
ス
を
塗
で
再
生
し

た
も
の
や
、
高
松
の
竹
カ
ゴ
、

傘
、
チ
ョ
ー
チ
ン
、
ア
イ
ヌ
の

袋
も
の
や
織
物
、
九
州
の
伊
万

里
な
ど
の
陶
器
類
左
ど
ロ
ウ
さ

ん
夫
妻
の
趣
味
を
確
り
こ
ん
だ

楽
し
い
品
が
そ
ろ
い
、
日
本
の

良
さ
を
見
直
す
に
ふ
さ
わ
し
い

店
。

い
い
も
の
が
集
っ
た
と
き
に

終
り
が
近
い
感
じ
ゃ
な
あ
。

地
獄
の
有
様
と
い
う
よ
う

ま
空
模
様
や
、
最
近
の
ネ
オ

ン
は
照
度
が
暗
け
れ
ば
自
動

的
に
点
火
さ
れ
る
も
ん
や
か

ら
、
ま
だ
四
時
過
ぎ
や
の
に

ネ
オ
ン
が
光
っ
て
る
わ
」

対
面
の
自
動
車
の
ヘ
ッ
ド

ラ
イ
ト
の
光
に
驚
き
な
が
ら

そ
の
通
り
だ
と
思
っ
た
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
国
連

人
間
環
境
会
議
が
開
か
れ
環

境
に
関
す
る
国
際
的
な
討
議

が
行
わ
れ
、
多
角
的
な
問
題

が
出
さ
れ
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
。
残
念
な
こ
と
に
日
本

政
府
は
公
害
先
進
国
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
る
こ
と

を
お
そ
れ
て
、
会
議
の
日
本

招
致
さ
え
逃
げ
た
と
い
う
。

公
害
を
避
け
る
こ
と
も
せ

ず
、
ア
ピ
ー
ル
の
場
に
も
後

を
見
せ
る
未
練
さ
は
、
情
け

ま
い
の
一
言
に
つ
き
る
。

た
だ
現
代
の
繁
栄
の
た
め

だ
け
に
環
境
を
汚
す
こ
と
は

深
く
反
省
し
左
け
れ
ば
な
ら

な
い
。せ

め
て
、
環
境
に
恵
ま
れ

た
都
市
神
戸
は
英
知
を
あ
つ

め
て
そ
の
環
境
を
守
り
た
い

も
の
で
あ
る
。
〈
Ｙ
〉

【
○
団
両
悶
○
の
目

’
3６

☆
北
野
町
の
ス
タ
デ
ニ
ッ
ク
邸
で
、
ユ

ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
活
動
を
続
け
て
い

た
Ｋ
Ｋ
グ
ラ
ン
ピ
ー
の
取
締
役
社
長
杉

山
忠
さ
ん
が
、
不
職
の
交
通
亭
故
で
、

五
月
一
九
日
亡
く
な
ら
れ
、
二
十
二
日

に
同
邸
で
白
閲
に
包
ま
れ
た
い
た
ま
し

い
葬
儀
が
と
り
行
わ
れ
、
あ
ま
り
に
も

突
然
の
交
通
耶
故
死
に
、
改
造
て
車
の

恐
怖
を
感
じ
た
こ
と
で
す
。
心
よ
り
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
兵
床
県
自
然
保
護
協
会
（
神
戸
市
長

田
区
五
位
ノ
池
町
二
丁
目
一
・
五
位
ノ

池
ピ
ル
五
一
三
）
小
務
局
か
ら
、
残
し

て
ほ
し
い
郷
土
の
自
然
を
お
知
ら
せ
下

さ
い
（
自
然
保
護
条
例
に
よ
る
保
護
地

区
指
定
の
た
め
の
参
考
に
し
ま
す
と
の

小
）
で
き
る
だ
け
く
わ
し
く
、
と
お
便

り
が
あ
り
ま
し
た
。
年
額
８
０
０
円
狙

歳
未
満
５
０
０
円
入
会
案
内
書
も
で
き

て
目
下
会
員
を
一
人
で
も
多
く
と
募
集

中
。☆

さ
る
五
月
二
十
八
日
明
石
住
人
の
柚

井
善
平
さ
ん
よ
り
当
正
午
ハ
リ
マ
マ
リ

ー
ナ
に
お
い
て
、
「
○
シ
丙
白
河
圃
圃

員
」
ポ
ト
ベ
ッ
ト
ボ
ー
ト
社
の
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
が
進
水
し
た
と
お
便
り
が
あ

り
ま
し
た
。

☆
ド
イ
ツ
・
カ
ツ
セ
ル
に
於
い
て
開
仙

さ
れ
る
第
五
回
ド
ク
メ
ン
タ
展
に
、
美

術
評
論
家
の
赤
根
和
生
氏
と
針
生
一
郎

氏
が
共
に
ド
イ
ツ
政
府
の
招
待
を
受
け

ら
れ
六
月
中
旬
日
本
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ

叢
し
た
。

☆
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
サ
ン
ペ
ト
ロ
ス

ト
リ
ー
ト
に
あ
る
東
京
眼
行
で
、
五
月

三
○
日
’
六
月
十
六
日
迄
”
新
谷
沢
子

木
彫
展
〃
が
開
か
れ
ま
し
た
、
沢
子
さ

ん
の
現
住
所
は
、
匡
唖
の
ｏ
ｑ
日
国

瞬
く
同
．
霞
伊
○
の
缶
冨
の
回
伊
両
の
『

○
缶
隈
目
司
．
ｑ
・
ぬ
’
衿
，
ｅ
ｇ
苗
）

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



本場の味

『' =、『

電話・三の宮（3 3 1 ）０９３５
、＝

Ｉ

おいしさ力毒
口いつぱいに
ひろがる……

〆

異

神戸三宮生田ノ社ノ西

た
ち
ば
な

皿三宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 6 . 3 3 1 - 0 5 7 2

国新開地店
ＴＥＬ５７８－１１９１

■平野店（平野市場内）
ＴＥＬ3 8 1 - 0 8 2 1

回三宮センター街サンプラザピルＢ１
ＴＥＬ３９１－３７９３

1３７
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